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レスリング選手の性格特性はチャンピオンになる重要な要因か
Are characteristic traits of wrestlers an important factor in  
peak performance?
滝　山　將　剛
Yukitaka  TAKIYAMA
ABSTRACT
Based on our previous reports, there is a general consensus that characteristic traits 
（in particular, D-Type and A-Type） of wrestlers play an important role in peak 
performance. Furthermore, reproducibility of this important factor was also 
observed. Then, to confirm these previous findings and to obtain further suggestions 
for training methods, in the present report, this reproducibility of characteristic 
traits of wrestlers which are deeply related to peak performance in international 
competitions was tested in previous gold medal Olympic wrestlers （20 gold medalists）．
For this purpose, we used the same previous methods for testing characteristic 
traits （Y-G characteristic test）．The present results were similar to previous ones; 
there are characteristic traits of wrestlers （particular, D-Type and A-Type, 85%）， 
and it was also confirmed that reproducibility was very high. Taking the present 
results and previous experience together, it is suggested that characteristic traits of 
wrestlers play an important role in peak performance, and that we have to consider 
both mental and physical factors for effective training methods.
Key words; wrestler, characteristic traits, mental factor
Ⅰ．は　じ　め　に
性格（ヒトの情意的側面を反映しているという
意味で、ここではこの用語を用いることにする）
は、その複雑性からその形成には遺伝的要因が支
配する説と、生活経験（環境）が作用するとする
議論があり、未だ明確な形で理解するには至って
いない 5）。しかし、今日では質問紙法、投影法、
作業検査法などの手法を使用し、客観的に性格を
把握することが可能になってきている。ヒトの性
格特性（情意的側面）を把握することは、そのヒ
トのパフォーマンス（performances・ここでは
勝ち負けをいう）の成否を予測するうえで、極め
て重要な要因である。実際の競技場面、特に国際
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大会やオリンピック大会などにおいては、その勝
敗の決定に及ぼす選手の性格特性の影響が極めて
高いことを我々は常日頃から痛感している。
筆者は、今までこの観点に立って競技力向上の
一助にする目的で、特に情意的側面を客観的に解
析する目的で性格検査として広く受け入れられ、
信頼性の高さで定評のある谷田部・Guilford性格
検査（以下YG検査という）を使用して、スポー
ツ選手、特にレスリング選手の情意的側面（情緒
的側面）が実際の競技の前後においてどのように
変化し、競技成績にいかに関わっているかについ
て解明しようと試みてきた。 即ち、 情緒的変化
（精神的不安）が起こりやすいと推察される試合
前夜にYG検査を実施し性格類型と情緒尺度の変
化を通常の性格類型尺度と比較しその違いを健闘
してきた。すなわちYG検査を普段の時、そして
選手が試合への不安などで精神的苦痛、極限の減
量による身体的限界などで最も苦しい軽量日前
日、最後は戦いの終わった余韻が鮮明な期間の３
回実施した。その結果からどの性格特性の選手が
情緒変化を示す４つの尺度（D尺度；抑うつ性・
Depression、C尺度； 回帰性傾向・ 気分変化・
Cyclic Tendency、I尺度；劣等感・Inferiority、
N尺度；神経質・Nervousness）でマイナス要因
に変化したかに注目して競技成績との関わりを検
討した。 具体的には、 オリンピック大会 1984・
ロサンゼルス 6）、1988・ソウル 9）、1992・バルセ
ロナ 11）、1996・アトランタ 14）、及び、世界選手
権大会1978・メキシコシテﾃｰ5）、
1991ブルガリア・バルナ10）、1992ジュニア世界・
アテネ8）、1995アトランタ15）、
1994・広島アジア大会、国内大会5）、6）、15）、16）、17）、18）
などについて報告してきた。これらの結果から、
性格類型と情緒尺度に変化が反映された選手につ
いて概して競技不振と関連していた。しかし、未
だ充分に性格特性と情緒変化と個人のパフォーマ
ンスとの関係を明確な形で解析し、理解するまで
には至っていない。
ところで、近年の国際大会、特にオリンピック
大会において日本選手の「勝負弱さ」、ことに精
神面の弱さが指摘され、北京オリンピック大会後
の朝日新聞などの総括において、今後の選手育成
の課題の一つに「勝負強い選手の育成があげられ
る」と提案されていた。
このことは、昨今、日本レスリング界にも同様
な傾向がみられ、敗因の一因に必ず精神面の弱さ
がして指摘される。そこで本報告では、日本のレ
スリング史上で際立った強さで世界の頂点を極め
た東京・メキシコオリンピック大会の選手らを中
心に先と同様にYG検査を実施し性格特性を把握
することで、これまでの報告を基にその「勝負強
さ」がどのような環境下で育成されたかを探ろう
とするものである。
Ⅱ．対象と方法
対象とした被験者は（表３参照）、オリンピック
金メダリスト12名及び、世界選手権大会優勝者8
名の合計20名であった（表４参照）。内訳は1964・
東京大会F・フライ級Y,Y、F・バンタム級Y,U（旧
姓・1964メキシコ金・２連勝）、G・フライ級T,H、 
G・バンタム級M,I、（1962・1963世界金）、1968・
メキシコF・フライ級S,N、F・フェザー級M、K
（1966・1967世界金）、G・ライト級M,M、1976・
モントリオールF・52級Y,T（1973・1974・1975・
1979世界金）、1984・ロサンゼルスF・57kg級H,T
（1978・1979世界金）、G・52級A,M、1988・ソウ
ルF・48kg級T、K、F・52kg級M,S、世界選手
権大会優勝者８名の内訳は 1963・F・ ライト級
I,H、1965・バンタム級T,F、1969・F・バンタム
級T,T、F・フェザー級M,T、1975・F・57kg級
M,A、1977・F57kg 級 T,S、1981・F・52kg 級
T,A、1983・G・57kg級M,E計８名の合計20名に
対して、性格特性を知る目的から平成23年11月11
日より平成23年12月21日の期間にYG性格検査を
実施した。「注１」；FはFree Style， GはGreco 
Roman Style、フライ級（52kg）、 バンタム級
（57kg）、フェザー級（62kkg）、ライト級（68kg）
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性格検査としてYG検査を採用した理由は（1）、
比較的統一された資料が多数集められこと。（2）、
資料の収集に当たって時間や経費が経済的・能率
的であること。（3）、応答が反射的になされない
ので、比較的反省する余裕があること、等を考慮
した結果である。また、YG性格検査は、自己診
断法のインベントリー（Inventory）によって、
性格特性のうち比較的変化しにくいと思われる気
質的特性を主として測定する尺度であり、興味・
欲求・態度などの力動的特性をみようとするもの
ではない 19）などの点からこの検査法を採用した
（表２参照 YG性格検査で調べられる性格特性）。
YG性格検査は表１に示したように、12の性格特
性を0～20点の各得点により全体的なプロフィー
ル（表２）に画き性格特性を決めることが出来る
ようになっている19）。
Ⅲ．結果と考察
表４に対象者 20名の性格特性比率をまとめて
示した。YG性格プロフィールの類型 19）に準じ、
オリンピック大会金メダリスト 12名、世界選手
権大会優勝者８名の合計 20名の性格プロフィー
ルから、右下がり型（安定積極型；D-Type）が
表１　YG性格検査で調べられる性格特性
表２　YG性格検査プロフィールの類型
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11名（55％） で最も多く、 次いで
平均型（平凡型；A-Type）が６名
（30％）、右より型（不安定積極型；
B-Type）が２名（10％）及び、左
より型（安定消極型；C-Type）が
１名（５％）と４つの性格プロフィ
ールに分類可能であり、左下がり型
（不安定消極型；E-Type） はみられなかった。
これらの結果、オリンピック金メダリスト及び、
世界選手権大会優勝者らの性格特性は、スポーツ
マン的性格とされている右下がり型（安定積極
型；D-Type）を示すものが最も多くみられ、次
いで平均型（平凡型；A-Type）であり、右より
型（不安定積極型；B-Type）及び、左より型（安
定消極型；C-Type）が幾人かみられる構成比率
だった。本報告では、前述の通り世界に名を馳せ
た選手らが如何なる性格特性を示すかに大きな興
味があったが、その性格特性の構成比率が先の報
告の結果と類似し非常に再現性が高かく、レスリ
ングのような厳しい格闘技においては、それに適
した性格特性が存在するのではないかと示唆され
る結果であった。性格は遺伝的な要因が支配する
説と、生活経験（環境）により形成されるとの議
論があり未だ定説はない5）。
このことを踏まえて、日本レスリングの過去の
選手らが実際の場面で如何なる精神強化に繋がる
環境にあったかについて検討し、 過去の選手の
「勝負強さ」を探ってみる。
日本レスリングは1952・ヘルシンキオリンピッ
ク大会では戦後初の金メダリスト他に銀、銅メダ
リストを誕生させる。日本選手団唯一の金メダル
となる21）。1956・メルボルンオリンピック大会に
おいても金メダル２個に加え銀メダル獲得、1960・
ローマオリンピック大会、日本レスリング協会で
は、当時世界の実情からみて、金３個を予想して
表４　オリンピック金メダリスト、世界大会金メダリストの性格特性の
　　　パーセンテージ
表３　対象とした選手のメダル獲得年号
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いたが予想を大きく下回り銀メダル１個と惨敗す
る。大会後八田一朗会長以下監督・コーチ関係者
全員上下丸坊主になる。八田会長、ローマでの報
道陣の質問に答えて「何も学生みたいなことをし
なくてもと笑うかもしれんが、今後の日本レスリ
ングためにキマリをつけることが必要だ」と胸を
はって答えた。外国人記者は驚いていたようだっ
た 21）。「負ければ頭を丸める」日本レスリングの
“名物”が誕生した瞬間である。４年後の東京オ
リンピックに向けて、八田会長陣頭指揮（八田イ
ズムと呼ばれた）による破天荒な根性論を前面に
精神力強化に加え猛練習のスタートとなった。
例えば、正月返上の強化合宿、寒中水泳、厳冬
の部屋での毛布一枚、電灯付けたままでの就寝、
板の間での就寝、ライオンとの睨めっこ、左右平
均論の食事（利き手の逆手での箸の使用）、など
など、おおよそ非科学的と思われる行動で選手の
精神面を強化する。現代のメンタルトレーニング
とはかけ離れたトレーニング方法であったことは
否めず、科学者からは嘲笑の目を向けられながら、
選手にとって良いと思われることは全部選手に実
行させる。柔道、相撲、合気道など格闘技に関係
するものは何でも研究し取り入れる。1960年の
ローマオリンピック大会の４年後の、1964年東
京オリンピック大会で日本レスリングは金メダル
５個、銅メダル１個を獲得し世界をアッと言わせ
るに至った。これらのことが精神力強化と結びつ
いたと単純にはいえないが、これらの経験が世界
で勝とうという心を後押したと考えられる。八田
会長が全ての科学を否定していた訳ではない、そ
れは、自身の本で科学の必要性、重要性について
述べている）。実際の場面でみると、東京オリン
ピック大会のY.Y選手は、国内では２番手の選手
だとされていたが、地元オリンピック大会での金
メダルを望まれての出場となり、国際経験も少な
かったが、試合においては世界の強豪を次々に撃
破し見事期待に答え金メダルを獲得する。自身は
代表に選考された当初は大変なプレシャーに押し
つぶされそうであったが、大会に入り自分と対戦
する金メダル候補らの試合内容（戦術・得意技と
攻撃パターンなど）を見て、自身で分析し対戦を
組み立てたという「敵を知り、己を知れば百戦危
うからず」。冷静さと精神力の強さが前面に出た
勝利であったと言える。東京・メキシコと２大会
でオリンピック金メダルを獲得した Y.U（旧姓）
選手はメキシコ大会において、決勝３者リーグで
２点のリードを許していた試合中に左肩を脱臼す
るアクシデントにみまわれたが、治療後同点に追
いつき引き分けに持ち込んで金メダル獲得する。
気迫と闘志の勝利であった言える。1976年モン
トリオールオリンピック大会金メダルのY．T選
手は、1980モスクワオリンピック大会の不参加
とり連勝はならなかったが、日本選手の中で最も
多く世界の頂点に立った選手である。先の報告で
示したが、試合直前において情緒尺度がスポーツ
マン的性格に変化する性格特性を保持する選手で
ある。平易に言えば、普段は気難しく決して社交
的ではないが、自分に厳しく、事に当たる際は際
立った集中力の高さを示す選手である。いわゆる
勝負師の感覚を保持した選手であと言える。
過去の選手が強かった要因として挙げられる他
動的要因として、過去と現在のルールの相違が挙
げられる。ことに試合時間が長かったことが特筆
される。この試合の長さが日本選手の最も特徴で
ある持久力の発揮が可能であったことが挙げられ
る。試合時間は、1964・東京及び、1968・メキシ
コオリンピック大会は、５分試合−１分休憩−５
分試合（5− 1− 5）、1976・モントリオールオリ
ンピック大会は、3−1−3−1−3、1984・ロサ
ンゼルスオリンピック大会は、3−1−3、1988・
ソウルオリンピック大会は、3−1−3であった。
現在の試合時間は、２分試合− 30秒休憩−２分
試合（2−30−2）で、勝敗はトータルポイント
制でなく、ピリオド制である。取得ピリオドが１
対１の場合は３ピリオの戦いになる。この大幅な
試合時間の短縮により短時間内でのパワフルな攻
防が要求されることから日本選手にとっては大き
な課題となっている。
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Ⅳ．ま　と　め
オリンピック金メダリスト及び、世界選手権大
会優勝者20名に対し、YG性格検査を実施した結
果、右下がり型（安定積極型；D-Type）11名（55％）
で最も多く、次いで平均型（平凡型；A-Type）が
６名（30％）、右より型（不安定積極型；B-Type）
が２名（10％）、左より型（安定消極型；C-Type）
１名（５％）と４つの性格特性プロフィールに分
類可能であった。 左下がり型（不安定消極型；
E-Type）はみられなかった。この結果、性格特
性の構成比率が先の報告結果と再現性が非常に高
いものであった。
このことは、ことにレスリングのような厳しい
格闘技にはそれに適した性格特性が存在するので
はないかと推察できる。また、類似した性格特性
の比率がみられたことで、過去の選手等が世界の
トップ選手に成長した現実を踏まえれば、現在の
選手らにも世界への道が開けることを示唆してい
た。それらが、心理面であるのか、技であるか、
体力であるかは今後の大いなる研究課題である。
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